
あいりん地域のまちづくり会議　各テーマ別検討会議の進捗状況等 令和６年３月26日現在

会議名称

主催部署

主たる議題

座長

メンバー

松本　萩之茶屋連合振興町会長、萩之茶屋
第８町会長、萩之茶屋社会福祉協議会会長
西村 萩之茶屋第１町会長
川村 萩之茶屋第２町会長
大倉 萩之茶屋第３町会長
白木 萩之茶屋第５町会長
蕨川 萩之茶屋第６町会長
小泉 萩之茶屋第９町会長
菅 萩之茶屋第10町会長
福永 萩之茶屋連合振興町会女性部長
若林 今宮社会福祉協議会会長
榊原　NPO法人まちづくり今宮　理事長
山田 大阪府簡易宿所生活衛生同業組合相
談役
山田 大阪国際ゲストハウス地域創出委員
会　委員長
山田 NPO法人釜ヶ崎支援機構理事長
村井 西成区商店会連盟会長
山田 NPO法人サポーティブハウス連絡協
議会代表理事
横田 (公財)西成労働福祉センター業務執
行理事

 

荘保 わが町にしなり子育てネット代表
吉岡 釜ヶ崎キリスト教協友会共同代表
本田 釜ヶ崎反失業連絡会共同代表
山中 釜ヶ崎日雇労働組合委員長
野崎 全日本港湾労働組合関西地方本部建
設支部西成分会代表
水野 日本寄せ場学会運営委員
ありむら　釜ヶ崎のまち再生フォーラム渉外
担当
小林 住まいとくらしSOSおおさか実行委員
共同代表
西口 萩之茶屋地域周辺まちづくり合同会
社　代表社員
水内　大阪公立大学客員教授
松村　阪南大学教授
福原　大阪市立大学名誉教授
永橋　立命館大学教授
白波瀬　関西学院大学教授
村上　大阪大学大学院教授
垣田　大阪公立大学大学院教授

西村 萩之茶屋第１町会長
川村 萩之茶屋第２町会長
森光 萩之茶屋第４町会長
白木 萩之茶屋第５町会長
蕨川 萩之茶屋第６町会長
菅 萩之茶屋第10町会長
若林 今宮社会福祉協議会会長
西口　 大阪府簡易宿所生活衛生同業組合
理事長
山田 大阪国際ゲストハウス地域創出委員
会委員長
山田 NPO法人釜ヶ崎支援機構理事長
村井 西成区商店会連盟会長
山田 NPO法人サポーティブハウス連絡協
議会代表理事
横田  (公財)西成労働福祉センター業務執
行理事

荘保 わが町にしなり子育てネット代表
吉岡 釜ヶ崎キリスト教協友会共同代表
本田 釜ヶ崎反失業連絡会共同代表
山中 釜ヶ崎日雇労働組合委員長
野崎 全日本港湾労働組合関西地方本部建
設支部西成分会代表
稲垣 釜ヶ崎地域合同労働組合 執行委員
長
水野 日本寄せ場学会運営委員
ありむら　釜ヶ崎のまち再生フォーラム渉外
担当
小林 住まいとくらしSOSおおさか実行委員
共同代表
寺川　近畿大学准教授
白波瀬　関西学院大学教授

松本　萩之茶屋連合振興町会長、萩之茶屋
第８町長、萩之茶屋社会福祉協議会会長、
西村 萩之茶屋第１町会長
川村 萩之茶屋第２町会長
大倉　萩之茶屋第３町会長
森光 萩之茶屋第４町会長
白木 萩之茶屋第５町会長、萩之茶屋中公
園愛護会長
蕨川 萩之茶屋第６町会長
若林 今宮社会福祉協議会会長
榊原　NPO法人まちづくり今宮　理事長
永井　今宮連合振興町会長、第３町会長
福井　今宮第４町会長、今宮第５町会長
西口 萩之茶屋地域周辺まちづくり合同会
社　代表社員
山田 NPO法人釜ヶ崎支援機構理事長
村井　西成区商店会連盟会長

荘保 わが町にしなり子育てネット代表
吉岡 釜ヶ崎キリスト教協友会共同代表
本田 釜ヶ崎反失業連絡会共同代表
山中 釜ヶ崎日雇労働組合委員長
稲垣 釜ヶ崎地域合同労働組合執行委員長
奥村　いまみや小中一貫校校長
杉村　こどもの里
ありむら　釜ヶ崎のまち再生フォーラム渉外
担当
永橋　立命館大学教授
白波瀬　関西学院大学教授
水内　大阪公立大学客員教授

開催状況等

第１回：令和３年７月31日
第２回：令和３年９月９日
第３回：令和３年10月20日
第４回：令和３年11月26日
第５回：令和３年12月16日
第６回：令和４年１月17日
第７回：令和４年２月７日
第８回：令和４年２月16日
第９回：令和４年11月２日
第10回：令和５年６月12日
第11回：令和５年９月20日
第12回：令和６年３月５日

第１回：平成27年６月８日
第２回：平成27年10月15日
第３回：平成28年１月22日
第４回から第49回：記載略

【最近の開催日】
第50回：令和２年５月25日
第51回：令和２年６月22日
第52回：令和２年７月20日
第53回：令和２年８月28日
第54回：令和２年９月28日
第55回：令和２年10月26日
第56回：令和２年11月24日
第57回：令和２年12月21日
第58回：令和３年１月25日
第59回：令和３年３月22日

第60回：令和３年６月28日
第61回：令和３年７月26日
第62回：令和３年９月13日
第63回：令和３年10月25日
第64回：令和４年２月16日
第65回：令和４年４月25日
第66回：令和５年２月27日
第67回：令和６年２月26日

【参考】
エリアマネジメント協議会公園専門部会開
催状況
第１回：平成28年3月10日
第２回：平成28年3月18日
第３回：平成28年3月24日
第４回：平成28年4月25日
第５回：平成28年9月8日

第１回：平成29年12月1日
第２回：平成30年1月25日
第３回：平成30年6月14日
第４回：平成30年8月2日
第５回：平成30年9月18日
第6回：平成30年11月19日
第7回：平成31年2月28日
第8回：平成31年3月15日
第9回：平成31年4月25日
第10回：令和元年7月11日
第11回：令和２年1月28日
第12回：令和４年2月14日
第13回：令和４年10月5日
第14回：令和６年３月７日

各検討会議で
の検討状況

備考

※　あいりん地域まちづくり会議開催状況

第１回：平成27年６月11日、第２回：平成27年10月19日、第３回：平成27年10月29日（知事、市長出席）、第４回：平成27年12月17日、第５回：平成28年７月26日（知事、市長出席）、第６回：平成28年12月13日、第７回：平成29年６月15日、第８回：平成30年７月５日

第９回：平成30年10月11日、第10回：平成31年３月26日、第11回：令和２年３月23日、第１２回：令和２年10月14日、第13回：令和３年２月25日、第14回：令和３年７月７日、第15回：令和４年２月18日（書面）、第16回：令和５年３月20日

寺川　近畿大学准教授

・「多目的ホール」「図書施設」「実演の場・地域の歴史等の伝承等」「こどもの居場所、子
育て支援機能」に関する具体的な利用形態をイメージして、これまでいただいたご意見を
振り返り、施設の規模感や利用イメージ等をとりまとめた。
・「ワンストップ相談窓口」に必要な機能等に関連して、ワンストップ相談窓口ワーキング
グループを開催し、様々な事例を検討する中で、ワンストップ相談窓口に必要となる機能
の整理などを行っている。ワンストップ相談窓口ワーキンググループでの意見を参考に、
就労福祉専門部会で検討を進めることとした。
・多目的広場に関するワークショップを実施して、意見聴取を行い、ワークショップでのご
意見をとりまとめた。また、ご意見を踏まえて作成した利活用イメージ案を確認した。
・にぎわい創出機能のイメージについて（チャレンジ・再チャレンジできるまちの実現に向
けて）確認し、サービスハブ事業の取組みについて共有した。

福原　大阪市立大学名誉教授

・労働施設の耐震化については、利用者の安全・安心確保を最優先に、いったん外部に
仮移転し、現地で建て替えることを確認した。
・仮移転施設については南海電鉄高架下とし、平成31年3月11日よりあいりん労働公共
職業安定所が全業務を開始し、また西成労働福祉センターも同日より一部業務を開始
し、4月1日からは全業務を開始。
・本移転施設（新労働施設）については、令和7年度の供用開始を目指し、3つの付帯意
見を付して、あいりん総合センターの敷地及び隣接する市営住宅の敷地を加えた土地の
南側に配置することで合意。
・新労働施設に必要な機能等の議論を踏まえながら、基本設計を策定し、報告を行った。
・（公財）西成労働福祉センターの新たな取組みに関する議論・検討を行った。

公園検討会議

大阪市建設局

・あいりん地域における公園のあり方
・萩之茶屋中公園、南公園における不法投棄、テント小屋掛け　等

福原　大阪市立大学名誉教授

・あいりん地域内の４公園（萩之茶屋北公園、萩之茶屋中公園、萩之茶屋南公園、花園
公園）と新・萩の森に関する意見交換を行い、出された意見をもとに、あいりん地域のま
ちづくりにおける公園の使い方やあり方について議論を深めていく。
・萩の森予定地（愛称：萩小の森）は、地域住民を主体としたワーキンググループにて検
討の上で、本格整備までの間、暫定活用を行っている。
・萩之茶屋中公園については、こどもの活用を踏まえた公園とするなどの議論をもとに
ワーキンググループをたちあげ、将来イメージについて議論し、整備計画案をまとめ,整備
後の維持管理について意見交換をおこなった。第1４回公園検討会議ではワーキングふ
まえ、萩之茶屋中公園の整備内容の確認と、整備後の維持管理について議論した。
 ・萩之茶屋南公園については、引き続き、公園の使い方などについて議論を行っていく。

労働施設検討会議

国・大阪府

・仮移転先の整備（優先）
・新施設の機能・規模

福利・にぎわい検討会議

西成区役所

・あいりん総合センター跡地等の北側及び多目的広場の利活用
・「あいりん総合センター跡地等利活用にかかる基本構想」（活用ビジョン）における「福
利・にぎわいゾーン」

資料２


